
  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１０月発行 第１３５号 回 覧  

 

ショートステイは、ご家族の支援を受けながらご自

宅で生活されている方が、ご家族の冠婚葬祭や旅行、

体調を崩したなどの場合に、短期間、一時的に施設で

介護など支援を受けながらお過ごしいただくサービス

です。 

※要介護認定を受けた、要支援１・２、要介護１～

５の方がご利用いただけます。 

発行責任者 
施設長 木下 雄一 
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「できるだけ家族で介護を頑張りたい。」 

「慣れ親しんだ自宅に住み続けてもらいたい。」 

そう願うご家族は多いことでしょう。しかし、介護を無

理せず続けるためには、介護者自身の心身の健康を大切に

することが重要です。介護と同じように仕事を大切にす

る、行事やイベントを大切にする、時にはリフレッシュす

る時間も大切です。そうした時に、ショートステイはとて

も有効な手段です。また、これからの生活を考えるための

「お試し利用」もお受けしております。 

冠婚葬祭 

 

出張や旅行、 
仕事・農繁期 
 

リフレッシュ 
介護負担の軽減 
 

体調不良、 
入院 

（施設生活の） 
お試しに 

例えばこんな時に 

今年も無事に開催できました、喜らめきの郷のお祭り。学

生のボランティアや地元のカラオケ同好会のご協力もあり、

入居者の皆さま・ご家族の皆さま、ともにたくさんの歓声や

笑顔が絶えない一日となりました。 

 

ショートステイ利用の申し込みや、詳細のお問い合わせは、

担当のケアマネジャーさん、または両施設まで。 

きもべつ喜らめきの郷（0136）33-2711 

るすつ銀河の杜（0136）46-2811 



 

 

施設長の「銀河祭を開催します‼」と開会の「あいさつ」があり、今年も無事実施することができました。皆さ

んに縁日等お付き合いいただきましたが、「笑いあり」「真剣勝負あり」と充実した時間を過ごされたようです。

お昼ご飯は、お祭りメニューの「焼き鳥」「焼きそば」等々お腹一杯いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

   

 

  

 

 

  

 

  

  

    

  

 

   

   

  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

★アドバンスエッセンシャルワーカーとは★ 
「専門性と ICT活用力を備えた新しい形の担い手

=アドバンスト」と「生活必須職従事者とも言われ、

日常の生活にいなくてはならない職業に従事する方

=エッセンシャルワーカー」が合わさった人材を「ア

ドバンスエッセンシャルワーカー」と言います。今

後介護の現場でも求められる人材であり、活躍が期

待されます。 
 

★100 歳以上の人口★ 
（厚生労働省資料より） 
1963 年の統計開始時は全

国で 153 人だった 100 歳以

上の方が、今年は 9万 9千人

と過去最多人数となりまし

た！益々お元気にお過ごし

いただきたいです。 

～銀河祭 ２０２５～ 


